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はじめに

利尻島は北海道の北端部に位置し、本島から西

方約30kmに ある総面積 183klの 火山島でコニー

デ型の美しい利尻山 (1721m)に よって形成され

ている。

利尻島の昆虫相に関しては、すでに1965年 8月

に東京農業大学第一高等学校によって実施された

「利尻島動植物相調査」において、 7目 422種の

昆虫類が記録されている (酒井 。他 1968)。 さ

らに離島のもつ地理的位置や利尻山のすばらしい

自然環境のために、これまで多くの研究者や同好

者が同島に訪れており、その潜在的な情報は各地

にかなり散在しているものと考えられる。しかし、

蝶類や一部の分類群を除いては、いまだ利尻島に

おける総合的な調査報告がなされていないのが現

状である。そのため1990年度より「利尻島 。礼文

島の自然生態系総合調査Jの一環として、地元の

利尻町立博物館及び層雲峡博物館のメンバーによ

って本地域における昆虫相調査が計画された。

本報告は1990年度に実施された利尻山の森林床

に生息する地表性甲虫類群集の垂直分布調査の結

果をまとめたものである。

なお本調査地域における「特別保護地区内」で

の調査は環境庁長官 (平成 2年 4月 21日付環自北

許第 278)号の許可を得て実施したものである。

本報告をまとめるにあたり、不明種について同

定と御教示をいただいた木元新作、森田誠司、大

平仁夫、柴田泰利の諸氏、並びに現地調査に際し

て種々の御協力をいただいた宮本敬之助氏、利尻

富士町教育委員会、そして本調査メンバーの楠祐

一、野田佳之の両氏の皆様方に厚くお礼申し上げ

る。
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調査概要

1.調査期間
フィル ド調査は、1990年 6月 26日 -7月 1日 に
実施された。

2.調査地域

調査地域は利尻山の北部に位置し、調査地は鴛

泊の標高 100m地点から山頂 (1721rn)に 至る登
山道周辺 (鴛泊コース)に標高差ほぼ 100mご と
に17個所 (Stations l-17)が 選定された。調査

地は種々の標高と植生帯にわたっているが、各調

査地の簡単な記述は次の通りである。

St.1(標高1700m)

調査地は山頂東側の高山雪潤草原の発達する急

斜面で調査時にはボタンキンバイの開花期であっ

た。trapsは ボタンキンバイのほか、エゾイブキ

トラノオ、リシリトウチソウ、チシマフウロウ、
ハイオ トギリ、ウラジロタデ、ミヤマバイケイソ

ウなどがみられる高茎草本の群落地に設置。

St.2(標高1600m)

調査地は尾根の東側に広がる高山雪潤草原ので

trapsはオニシモツケ、チシマアザミ、エゾニュ

ウ、オオカサモチなどの高茎草本やウコンウツギ、

ミヤマハンノキなどの低木の根ぎわに、そして後

半はハクサンイチゲやリシリスゲなどの群落地に

設置。

St.3(標高1500m)

調査地はSt 2に類似した高山雪潤草原で雪渓
上部のオニシモツケ、ウラジロタデ、リシリトウ
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チソウ、 ミソガワソウ、エゾニュウ、ォォヵサモ

チ、 ミヤマバイケイソウ、それに後半にはボタン

キンバイの優占する群落地にtrapsを設置。
St.4(標高1400m)

調査地は群落高約 1.5mほ どの ミヤマハンノキ

林で、下部にはウコンウツギが交ざる。trapsは

林縁のオニシモツケ、チシマアザ ミ、ヤマブキショ

ウマ、オオヨモギ、ミヤマバイケイソウなどの高

茎草本類の根ぎわに設置。

St.5(標高1300m)

調査地は群落高約 2mほどの風衝作用を受けて
矮性化したダケカンバ林で、後半にはミヤマハン

ノキが交ざる。林床にはウラジロタデが密生する

traps設置点の林縁部ではイワノガリヤスが優占

し、それにオニシモツケ、チシマアザ ミ、オオヨ

モギなどの高茎草本類がみられる。

St.6(標高1200m)

調査地は登山道沿いにはミヤマハンノキ群落が

優占し、その後部にはハイマツ群落が優占する。

traps設置点の林床には被植が非常に疎らで、ゴ

ゼンタチバナ、ウコンウツギが僅かに交ざる程度

であるが、後半にはマイヅルソウやスゲ類がやや

増加する。

St.7(標高1100m)

調査地は群落高 2～ 3mほどの風衝作用を強く
受けたダケカンバ林で、低木としてウコンウツギ

が僅かに交ざる。traps設置点の林床・林縁部に

はコガネギク、マイズルソウが優占し、ヤマブキ

ノ

だ

＝

図 1 調査地域と調査地点 (Sts.1-17)
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ショウマ、ゴゼンタチバナ、イワツツジなどがみ

られ、それにゴゼンソウが点在する。

St.7(標高1000m)

ダケカンバ林、低木としてはウコンウツギが交

ざる。traps設置点の林縁部ではヨガネギク、 ミ

ヤコウモリ、マイヅルソウが優占し、チシマアザ

ミ、ヤマハハコ、エンレイソウなどの草本類がみ

られる。

St,9(標 高 900m)

ダケカンバ林、低木としてはウコンウツギ、 ミ

ヤマハンノキ、タカネナナカマ ドが交ざる。trap

s設置点ではイネ科、シダ類が優占し、コガネギ

ク、オオヨモギ、マイヅルソウ、ギョウジャニン

ニクなどがみられる。

St.10(標 高 800m)

調査地は尾根のやや明るく開けたところで、ハ

イマツとミヤマハンノキが混交する。それにtrap

S設置点ではダケカンバが優占する。低木として

はタカネナナカマ ド、ウコンウツギ、 ミネヤナギ、

草本類としてはオオヨモギ、コガネギク、マイヅ

ルソウなどがみられる。

St.11(標 高 700m)

ダケカンバとミヤマハンノキが優占し、ウコン

ウツギが僅かに交ざる。traps設置点はヤマブキ

ショウマ、オオヨモギ、コガネギク、ウラジロタ

デなどの高茎草本類が優占し、さらに下層ではマ

イヅルソウが多い。

St.12(標 高 600m)

ダケカンバが優占し、 ミヤマハンノキが交ざる

林床ではマイヅルソウが優占するが、林縁部の明

るく開けたところではオオヨモギが優占する。tr

apsはそれらの群落地やコガネギク、ウドなどの

根ぎわに設置。

St.13(標 高 500m)

調査地は針葉樹林帯の上限部で、高木としては

トドマツが優占し、ダケカンバがこれに次ぐ。林

床はチシマザサが密生する。trapsは林縁部のダ

ケカンバ、イワカガミ、ツタウルシなどの若木や

低木、またチシマアザ ミ、コガネギクなどの草本

類の根ぎわに設置。

St.14(標 高 400m)

高木としては トドマツが優占し、ダケカンバ、

ミズナラ、ナナカマ ド、ハリギリなどの広葉樹が

混交する。林床のチシマザサはまばらで、マイヅ

ルソウが優占する。trapsは そのほかエゾイタヤ

ナナカマ ド、ツタウルシ、イワガラミなどの若木

や低木、それにツバメオモ トやウドなどの草木類

の根ぎわに設置。

St.15(標高 300m)

高木としてはトドマツが優占し、エゾマツ、ダ

ケカンバ、エゾイタヤ、シナノキ、ハリギリなど

が混交する。林床ではチシマザサが優占する。そ

のほかナナカマ ド、ミヤママタタビ、ツタウルシ

イワガラミなどの低木やマイヅルソウ、ウドなど

の草木類がみられ、trapsは それらの根ぎわに設

置。

St.16(標高 200m)

前調査地と同じく高木としてはトドマツが優占

し、エゾマツ、イタヤカエデ、ホオノキ、ナナカ

マ ドなどが混交する。林床ではチシマザサが優占

し、ツタウルシ、ミヤマカンスゲなどがみられる

林縁ではオオイタドリ、オオヨモギなどが茂る。

trapsは主として林床部に設置。

St.17(標高 100m)

調査地はトドマツを主とした針葉樹林帯に含ま

れるが、traps設置点では高木林は開けてヤナギ

類の優占するところである。林床はチシマザサが

優占しツタウルシ、オオヨモギ、ヨブスマソウ、

クルマバソウ、キンミズヒキなどがみられる。

以上、各調査地の植生特徴などについてふれた

が、本報告では全調査地を樹種の垂直分布から、

さらに次の 3つの植生帯に大きく区分して表現す

る。

高山帯 (ハイマツ帯) :Sts.1-6
亜高山帯 (ダケカンバ帯):Sts.7-12

針葉樹林帯      :Sts.13-17
3.調査方法
誘引物質として糖蜜 (黒砂糖、ビール、焼酎、

そして水との混合液)を入れたpitfall trap法 を
用いた。そして選定された各調査地には各20個の

traps(プ ラスチックコップを使用)が 2～ 3m
の間隔で縁が地上すれすれになるまで埋設した。

調査は下記の日程で行われた。

1990年 6月 26日 :traps設 置

1990年 7月 1日 :traps回 収

回収の方法としては、trapsに採集された全内

容物を各調査地ごとに一括してナイロン袋に入れ

て持ちかえり、後に整理分類した。
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調査結果および考察

I.採集された甲虫類
本調査で採集された甲虫類は16科83種2927個体

で表 1の通りである。

I.全調査地における優占科
この調査方法で得られた甲虫類は16科に属する

ものであったが、これを採集された種数から平均

値以上の優占科をみると、ハネカクシ科25.3%、

ゴミムシ科14.5%、 オサムシ科13.3%、 ゾウムシ

科 13.3%、 そしてコメツキムシ科 7.2%の 順と
なっており、これら5科で総種数の73.5%が占め

られていた。またこれを個体数からみると、オサ

ムシ科40.3%、 コメツキムシ科24.6%、 ゴミムシ

科13.8%、 シデムシ科 7.2%、 そしてハネカクシ

科 7.1%の順となっており、これら5科で総個体

数の93.1%が 占められていた。以上の優占科はい

ずれも1lsts.を こえる調査地から記録されており、

そのうち種数、個体数ともに優占科として記録さ
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れたのは、オサムシ科、ゴミムシ科、ハネカクシ

科、コメツキムシ科の4科 となっていた。そして

これらの 4科で総種数の60.2%、 総個体数の85.9
%が 占められていた。これは1989年 に羊蹄山にお
いて実施された垂直分布の結果と全く一致 した優

占科構成となっていた。ちなみに羊蹄山において

は上記4科で総種数の53.9%、 また総個体数の85.

8%の調査記録が得 られている (保田他 1990)。

すなわち、これら4優 占科は利尻山においても最

も代表的地表性甲虫類群集であるといえる。

2.各調査地 (植生帯)に おける優占科とその主

要構成種

各植生帯(A― C)ご とに採集された種数および

個体数を比較 してみると、種数 (表 1に は総数の

み記入)では、
A:ゴ ミムシ科20.5%、 オサムシ科17.9%、 ゾウ

ムシ科17.9%、 ハネカクシ科12.8%、 コメツキ

ムシ科10.3%

B:ゴ ミムシ科18.6%、 ハネカクシ科16.3%、 オ

No 科 名

調 査 地 種

　

数

個

体

数

A B C

1 3 4 5 7 8 9

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

オサムシ科

ゴミムシ科

タマキノコムシ科

チビシデムシ科

シデムシ科

ハネカクシ科

コガネムシ科

コメツキムシ科

ジョウカイボン科

ジョウカイモ ドキ科

ケシキスイムシ科

オオキノコムシ科

カミキリムシ科

ハムシ科

ゾウムシ科

キクイムシ科

51

2

2

4

27

3

1

38

14

4

1

9

1

6

7

1

5

4

1

79

23

1

15

3

4

134

16

7 8

2

9

1

99

20

39

4

1

47

21

1

19

48

22

6

100

1

3

4

103

60

5

40

11

7

1

4

2

81

39

17

3

3

3

2

3

2

30

39

12

7

1

1

1

l

4

1

5

9

74

60

1

15

43

4

1

1

8

8

8

77

7

11

12

2

1

3

21

3

6

3

1

1

1

1

4

11

2

1,181

405

7

3

211

207

54

720

70

1

種 数 11 11 4 17 1

2,927団 体 数 244

種数・団体数 (  ) 39(1,007) (1,345) 36 (575)

表 1.採集された甲虫類。各科の採集された種数・個体数と各調査地 (植生帯)の採集された種数・個体数に
示す。

植生帯区分 A:高山帯 (ハイマツ帯 )、 B:亜高山帯 (ダケカンバ帯 )、 C:針葉樹林帯
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サムシ科 14.0%、 コメツキムシ 9.3%、 ハム

シ科 9.3%、 ゾウムシ科 9。 3%
C:ハ ネカクシ科36.1%、 オサムシ科13.9%、 ゴ

ミムシ科11.1%

また個体数では

A:オ サムシ科53.4%、 コメツキムシ科33.9%、
ゴミムシ科 5.7%、 ゾウムシ科 2.9%

B:オサムシ科34.1%、 コメツキムシ科28.2%、
ゴミムシ科16.3%、 シデムシ科11.5%、 ジョウ

カイボン科 3.8%

CIォサムシ科32.0%、 ハネカクシ科29,7%、 ゴ

ミムシ科22.4%、 シデムシ科 9.4%

以上の結果、選出された優占科はオサムシ科、

ゴミムシ科、シデムシ科、ハネカクシ科、コメツ

キムシ科、ジョウカイボン科、ハムシ科、そして

ゾウムシ科の 8科となっていた。そのうち種数、

個体数ともに優占科と記録されたのは、オサムシ

科、ゴミムシ科、ハネカクシ科、コメツキムシ科

そしてゾウムシ科の 5科とならていた。

次に各植生帯 (A― C)か ら選出された優占科
の主要構成種 (優 占科)をみる。
A:オ サムシ科 (ヒ メクロオサムシ65.0%、 リシ
リオサムシ16.4%、 キタマルクビゴミムシ16.0

% その所属する科での比較 )、 ゴミムシ科 (リ
シリナガゴミムシ61.4%)、 ハネカクシ科 (キ

タマルクビハネカクシ30.8%、 Aleocharinae

Gen.sp.B23.1%、 A.Genosp.C 23.1%)、
コメツキムシ科 (チ ビヒサゴコメツキ85.0%)、

ゾウムシ科 (キ ンヤマゾウムシ51.7%、 ハナウ

ドゾウムシ24.1%)

B:ォ サムシ科 (ヒ メクロオサムシ58.2%、 リシ

リオサムシ29.8%)、 ゴミムシ科 (エゾマルガ

タナガゴミムシ55.7%、 エゾナガゴミムシ32.0

%)、 シデムシ科 (ヒ ラタシデムシ98.7%)、
ハネカクシ科 (Aleocharinae Gen sp.D39,1
%、  NIannerheilnia yasudai34.8%

)、 コメツキムシ科 (チ ビヒサゴコメツキ98.4

%)、 ジョウカイボン科 (ク ロヒメジョウカイ

74.5%)、 ハムシ科 (ワ タナベハムシ69.2%)、

ゾウムシ科 (マルカククチゾウムシ55.6%)

C:オ サムシ科 (コ ブスジアカガネオサムシ46.7
%、 リシリオサムシ26.1%)、 ゴミムシ科 (エ

ゾナガゴミムシ58.9%、 エゾマルガタナガゴミ

ムシ38.8%)、 シデムシ科 (ヒ ラタシデムシ98.

1%)、ハネカクシ科 (Aleocharinae Genosp.

D73.7%、 ニセセミジハネカクシ16.4%)

以上となり、各植生帯においてそれぞれ各科を

代表する特徴ある優占種から構成されていた。

3.全調査地における優占種
以上、各植生帯における優占科とその主要構成

種についてふれてきたが、次に全調査地をとおし

て平均値以上の個体数が得られた優占種をみると

チビビサゴコメツキ (22.7%,1lsts.総 個体数

に対する比較と観察された調査地数)、 ヒメク

ロオサムシ (22.3%,17sts.)、 リシリオサムシ

(9.3%,16sts.)、 ヒラタヒデムシ (7.0%,1ls

ts.)、 エゾマルガタナガゴミムシ (5。 9%,10st

s.)、 エゾナガゴミムシ (5.2%12sts.)、 コ

ブスジアカガネオサムシ (4.6%8 sts.)、

Aleocharinae Genosp.D(4.6%,9sts.)、 キ

タマルクビゴミムシ (2.9%,5sts.)、 クロヒメ

ジョウカイ (1.6%,7sts.)、 コロボックルコメ

ソ`ニト (1.6%,3sts.)

以上の順となっており、これら11種で総個体数

の87.9%が占められていた。

4.各植生帯における優占種
( )内 は各植生帯 (A― C)における総個体数
に対する比を表す。

A:ヒ メクロオサムシ (34.8%)、 チビヒサゴコ

メツキ (28.8%)、 リシリオサムシ (8.7%)、

キタマルクビゴミムシ (8.5%)、 コロボック

ルヒサゴコメツキ (4.7%)、 リシリナガゴミ

ムシ (3.5%)
B:チ ビヒサゴコメツキ (27.7%)、 ヒメクロオ
サムシ (19.9%)、 ヒラタシデムシ (11.4%)、

リシリオサムシ (10.2%)、 エゾマルガタナガ

ゴミムシ (9.1%)、 エゾナガゴミムシ (5.2
%)、 コブスジアカガネオサムシ (3.2%)、 ク

ロヒメジョウカイ (2.8%)

C:Aleocharinae Gen.sp.D(21.9%)、 コブ
スジアカガネオサムシ (15.0%)、 エゾナガゴ

ミムシ (13.2%)、 ヒラタシデムシ (9.2%)、
エゾマルガタナガゴミムシ (8.7%)、 リシリ

オサムシ (8.3%)、 ヒメクロオサムシ (6.4
%)、 ニセセミゾハネカクシ (4.9%)、 セン

チヨガネ (2.8%)

以上、各植生帯から選出された優占種は、Aで

は 6種、Bでは 8種、そしてCでは 9種となって
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おり低標高地の植生帯にいくにしたがって構成優

占種の数は増加している。これは高山帯の厳しい

気候条件をもつ植生帯に比べて、温暖でより複雑
な植生環境をもつ低標高地の調査地にいくにした

がって、その構成優占種の多様性は高くなる傾向

が示されている。なお同様の傾向は1989年に実施

された羊蹄山の垂直分布調査においても観察され

ている (保田 。他,1990)。

5.優占種の垂直分布
前項 3、 4で選出された優占種14種の垂直分布
について簡単に解説しておく (表 2、 図 2)、 な

お歩行虫類 (オサムシ科。ゴミムシ科、Nos l～
7)については後述する。
(1)～ (71.オサムシ科・ゴミムシ科

(8)`レんα per/Orαια υθれαιοrじα HAROLD ヒ
ラタシデムシ

本種は北海道に広く分布するが、その主要分

布域は低標高地の森林帯である。本調査におい

て捕獲個体数で第 4位にランクされる優占種で
あったが、高山帯からは 1個体も記録されてな

利尻町立博物館年報 第10集  1991

い。その分布上限は標高1100mと なっており、

本種の特徴がよくあらわれている。なお北海道

の高山における一連の トラップ調査において、

本種の垂直分布は大雪山黒岳から標高1300m

(保田、1988)、 天塩岳から標高1310m(保
田、1990)、 そして羊蹄山から標高1200m(保
田。他、1990)の分布上限記録が得られている。
また利尻山の個体群は北海道本島の他の山岳地

の個体群に比べてかなり小型である。

(9}Drasι zzα αじれο NAKANE ニセセミゾハネ
カクシ

本種も北海道に広く分布するが、その分布域

は前種よりさらに制限された低標高地の森林帯

で優占する。本調査において分布上限の標高 3

00m地点から総個体数の71.4%が記録されてい

る。なお他の山岳地での分布上限は、大雪山黒

岳から標高1100m、 天塩岳から標高1310m、 羊

蹄山から標高1100mの 記録が得られている (保

田、1988・ 1990、 保田 。他、1990)。

(0.Aleocharinae Gen sp.D

No 種 名

調 査 地 個

体

数

A B C

1 2 3 5 6 7 17

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

コブスジアカガネオサムシ

リシリオサムシ

ヒメクロオサムシ

キタマルクビゴシムシ

エゾマルガタナガゴミムシ

エゾナガゴミムシ

リシリナガゴミムシ

ヒラタシデムシ

エセセ ミゾハネカクシ

Aleo charinae Gen sp D

セ ンチコガネ

チビヒサゴコメツキ

コロボックルヒサゴコメツキ

クロヒメジョウカイ

9

3

33

2

2

22

5

15

4

2

31

1

1

66

321

4

6

23

139

1

9

1

3

5

17

56

30

42

14

39

6

1

10

1

32

20

27

18

14

1 7

1

2

3

16

5

6

26

12

2

1

31

9

5

12

7

13

20

17

4

1

8

1

71

7

17

3

9

6

3

7

136

273

654

86

172

153

35

206

28

135

19

663

47

48

種 数 3 7 8 3 7 8 7 6 8 7

2,655団 体 数 9 217

種数 。団体数 ( ) 8(912) 10 (1,222) 10(521)

表2.採集された優占種。各種の採集された調査地数 。個体数と各調査地 (植生帯)の採集された種数・個体
数を示す。

植生帯区分 :A― C(表 1.を参照 )。
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12345678910
図 2.優 占種の垂直分布
種Nol～ 14(表 2を参照 )植生帯区分 :A～ C(表 1を参照 )。
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種数において最大の優占科となっていたハネ

カクシ科のうち、本種は総個体数の65.2%を記

録している最優占種。その垂直分布域は比較的

広く記録されているが、主要部は低標高地に集

中して観察されている。本種は北海道の各地の

山岳地に広く優占的に分布するスιんθια ιι
“
ra―

ρθれsts BERNHAUERに近い種と考えられる。
0〕.Gθοιrι″cs ιαθυιsι rιαιαs MOTSCHUL―
SKY センチヨガネ
本種は北海道に広く分布し、比較的飛翔能力

の強い種にかかわらず、道内各地の山岳地にお

ける垂直分布域は低標高地に限られている。本

調査において、その分布上限は標高 700mで

あった。なお他の山岳地での分布上限は大雪山

黒 岳から標高1000m、 天塩岳から標高 600mt
羊蹄山から標高 700mな どの記録が得られてい

る (保田、1988・ 1990、 保田。他、1990)。

ca.助poιιιんas rιυαZjs(LEWIS)チ ビヒサ
ゴコメツキ

本種は北海道の各地の高山に広く分布する高

山性の種で、亜高山帯から高山帯にかけて、地

表性甲虫類群集を代表する種である。本調査に

おいても総捕獲個体数の22.7%を 占める最大の

優占種として記録された。本調査において本種

の分布下限は標高 600m地点から記録されたが、
これは道内の内陸部の高山に生息する個体群に

比べてかなり標高の低い分布下限となっている。

このような本種の標高の低い分布下限は知床山

系の遠音別岳からも観察されているが (西島・

他、1985)、 本種の垂直分布域については、本

種の各個体群が生息している各山岳地の植生垂

直分布との深い関連性が指摘されている (大平

・保田、1985)。

o9.二r,sαgο んοrο bοたん
“
r“s(KISHII) コロアドッ

クルヒサゴコメツキ

本種は利尻山からのみ記録されている高山性

の微小なコメツキで、1958年 8月 7日 に採集さ

れた 1個体をもとに、1968年に岸井尚博士によ

って新種記載された (KISHH、 1968)。 本調

査において標高1400m地点のミヤマハンノキ林

の林縁の高茎草本群落地から総個体数の95.7%

が記録された。また本調査とは別に同時に実施

された高山帯の トラップ調査においては、雪の

消えたばかりの渓流沿いの調査地から多数の個

体を記録している。前種と混棲して観察される

が本種は雪どけと同時に出現してくるものと考

えられる。

GJ. Rんαgο rtcんα Zαιιαsc“ Zα (SAHLBERG)
クロヒメジョウカイ

本種は他の優占種とは異なり、飛翔能力にも

すぐれており、花にもよく訪れる。そのため厳

密には地表性甲虫類のグループの仲間には含ま

れないが、糖蜜 トラップによく誘引される種で

ある。北海道の各地の山岳地に広く分布 してい

る。
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Ⅱ.採集された歩行虫類 (オサムシ科・ゴミムシ
科)

本調査において採集された歩行虫類は23種 1586

個体で (表 3)、 全申虫類に対して、種数におい

て27.7%、 個体数において54.2%が記録されてい

る。本項では森林床に生息する地表性甲虫類社会

において最も重要な構成群集をなしている歩行虫

類に限定して解析をこころみる。

1.全調査における優占種
( )内は総個体数に対する比較と観察された
調査地を示す。

ヒメクロオサムシ (41.2%,17sts.)、 リシリ

オサムシ (17.2%,16sts.)、 エゾマルガタナガ

ゴミムシ (10.8%,10sts.)、 エゾナガゴミムシ

(9.6%,12sts.)、 コブスジァヵガネオサムシ

(8.6%,8sts.)、 キタマルクビゴミムシ (5.4

%,5sts.)

以上の順となっており、上記6種で総個体数の9

2.9%が占められていた。これらの優占種のうち

全植生帯にわたって垂直分布域が広く観察された

のはヒメクロオサムシ、リシリオサムシ、エゾナ

ガゴミムシ。高山帯を除く亜高山帯以下の調査地

から観察されたのはエゾマルガタナガゴミムシ、

コブスジアカガネオサムシ。そして高山帯からの

み観察されたのはキタマルクビゴミムシとならて

いた。

上記 6種の優占種のうち、利尻山において最も

特異な分布様相を示すのはリシリオサムシ (こ の

ダイセツオサムシ群は、日本では北海道のみに分

布し、現在 4亜種に分類されている)で、本種が
北海道本島の他の山岳地において、利尻山のよう

に高標高地から低標高地まで優占して観察される

ところは記録されていない。おそらく、利尻島に

おいて同属のLりιοθαrα bys αrbο rθじs αrborθ
“
s(L

EWIS)、 エゾクロナガオサムシの分布を欠く
ことにその要因が求められると考えられるが、今

後の課題である。また北海道各地の森林床におい

て、ヒメクロオサムシと並ぶ最も代表的な歩行虫

類であるエゾナガゴミムシの優占位が比較的低い

のも特徴的であった。

2.各調査地 (植生帯)における優占種
本調査において23種 1586個体の歩行虫類が表 3

利尻町立博物館年報 第10集  1991

のように得られたが、各調査地における平均値以

上の個体数が得られた優占種は次の通りである。

( )内は各調査地における総個体数に対する比
を表わす。

st. 1

st.2

st. 3

st.4

st.5

st.6

st. 7

st. 8

st.9

st.10

st.11

st.12

キタマルクビゴミムシ (62.3%)、 リシ

リオサムシ (17.0%)

キタマルクビゴミムシ (75.9%)

ヒメクロオサムシ (50.0%)、 リシリオ

サムシ (16.7%)

キタマルクビゴミムシ (44.2%)、 リシ

リナガゴミムシ (19.2%)、 ヒメクロオサ

ム シ (11.5%)

ヒメクロオサムシ (75.2%)、 リシリオ

サムシ (15.5%)

ヒメクロオサムシ (75.0%)

ヒメクロオサムシ (60.8%)

ヒメクロオサムシ (60.7%)、 エゾマル

ガタゴミムシ (20.6%)

ヒメクロオサムシ (64.7%)

エゾマルガタゴミムシ (32.8%)、 リシ

リオサムシ (17.9%)、 エゾナガゴミムシ

(17.9%)、 チャバネホソア トキリゴミム

シ (10.4%)

リシリオサムシ (34.4%)、 エゾマルガ

タナガゴミムシ (25.8%)、 ヒメクロオサ

ムシ (18.4%)

コブスジアカガネオサムシ (26.7%)、

ヒメクロオサムシ (22.5%)、 リシリオサ

ムシ (16.7%)、 エゾマルガタナガゴミム

シ (15.0%)

コブスジアカガネオサムシ (53.3%)、

ヒメクロオサムシ (20.0%)

エゾナガゴミムシ (37.7%)、 コブスジ

アカガネオサムシ (27.5%)、 エゾマルガ

タナガゴミムシ (17.4%)

st.15:コ ブスジアカガネオサムシ (48.4%)

sti16:エ ゾナガゴミムシ (30.6%)、 リシリオサ

ムシ (18.7%)、 ヒメクロオサムシ (17.2

%)

st.17:エ ゾマルガタナガゴミムシ (43.8%)、

オオルリオサムシ (31.3%)

以上のように各調査地から選出された優占種は

9種となっていた。そのうち全調査地をとおして

半数以上の調査地から優占種として記録されたの

st.13

st.14
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表3.採集された歩行虫類。各種の採集された調査地数 。個体数と各調査地 (植生帯)の採集された種数・個

体数を示す。

植生帯区分 :A一 C(表 1.を参照 )。

No 種 名

調 査 地

sts.

個

　

体

　

数

A B C

1 2 5 6 7 9 11 17

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

リシリオサムシ

ヒメクロオサムシ

オオル リオサムシ

セダカオサムシ

キタマルクビゴミムシ

クロマルクビゴミムシ

ミヤマメダカゴミムシ

ヒメミヤマメダカゴミムシ

マルガタナガゴミムシ

エゾマルガタナガゴミムシ

エゾナガゴミムシ

エゾヒメナガゴミムシ

ア トマルナガゴミムシ

リシリナガゴミムシ

エゾヒメヒウタゴミムシ

Amara sp

アイヌゴモクムシ

Harpalus sp

オコックアトキリゴミムシ

チャバネホソアトキリゴミムシ

33

2

1

1

1

2

|

5

3

4

2

1

51

6

3

1

1

1

2

6

23

2

1

1

1

1

1

l

1

22

12

1

1

42

14

2

1

1

1

19

9

1

1

1

1

1

1

8

16

17

6

1

5

1

1

4

1

10

12

１

５

８６

７３

５４

‐４

２

８６

１

2

7

1

172

153

3

5

35

2

4

6

1

7

16

種 数 6 9 5 7 5 11 5 7

1.586団 体 数

種数・個体数 (  ) 5 (595) 14 (678 9 313)
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はヒメクロオサムシ (1lsts)の みで、次いでリ
シリオサムシ (7sts.)、 エゾマルガタナガゴミ

ムシ (6 sts.)な どが比較的に高い優占位を示 し

ていた。

次に各植生帯 (A― C)に おける優占種をみる。
A:ヒ メクロオサムシ (58.8%)、 リシリオサム

シ(14.8%)、 キタマルクビゴミムシ (14.5%)
B:ヒ メクロオサムシ (39.4%)、 リシリオサム

シ (20.2%)、 エゾマルガタナガゴミムシ (18.
0%)、 エゾナガゴミムシ (lo.3%)、 コブス
ジアカガネオサムシ (7.4%)
C:コ ブスジァヵガネオサムシ (27.5%)、 エゾ

ナガゴミムシ (24.3%)、 エゾマルガタナガゴ

ミムシ (16.0%)、 リシリオサムシ (15.3%)、
ヒメクロオサムシ (11.8%)

となっており、全植生帯をとおして 6種の優占
種が選出されている。そのうち全植生帯にわたっ

て優占種として記録されていたのはヒメクロオサ

ムシとリシリオサムシの 2種で、コブスジァヵガ
ネオサムシ、エゾマルガタナガゴミムシ、ェゾナ

ガゴミムシの 3種は亜高山帯と針葉樹林帯から、
そしてキタマルクビゴミムシは高山帯からのみ優

占種として記録されている。また同じ植生帯に含

まれる調査地においても、 トラップの設置された
周辺地の微地形や植生環境など (例えば、st.5と

st.6にみられるように)に よって誘引される歩行
虫類の群集構成の多様性は明らかに異なってくる

が、これらについては後に詳 しくふれる。

なお各植生帯における優占種の数を比較 してみ

ると、高山帯からは 3種、亜高山帯からは 5種、
そして針葉樹林帯からは 5種が記録されている。
ここでも前項 (1の 4)でふれたように、高山帯
の厳しい気候条件をもつ低標高地の植生帯にいく

にたがって歩行虫類群集の多様性は高くなる傾向

がみられる。

3.優占種の垂直分布
各植生帯から選出された優占種 6種とさらに前
項 (Iの 4)で選出されている優占種 リシリナガ
ゴミムシの垂直分布について簡単にお、れる (図 2

・表 3)。

(1). Carab“ s cοれειZιαιοrんοたたαj∂θれsιs― LA
POUGE コブスジァヵガネオサムシ
北海道に広く分布 し、低標高地の森林帯で優
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占する。本調査における分布上限は標高 800m

地点から記録された。なお1981年 に実施された

大雪山黒岳における垂直分布調査では総捕獲個

体数 (77個体)の 98.7%が標高 900m以 下の針
広混交林から記録されている (保田.1988)。

(2). L9ριοcα rαbasん arι Zοれsts rtsん jrιθれsts

(NAKANE) リシリオサムシ
本亜種の属するダイセツオサムシ群は、現在

北海道において ssp,daisetsuzanus、 ssp,ra―

usuanus、 ssp,sugai、 そして ssp,rishirien―

sisの 4亜種に分類されている。礼文島に産す
る ssp,sugaiを 除いて、北海道本島に分布する

個体群は局地的で一般に個体数密度は低い。そ

して先にもふれたように、利尻島に産するssp,

rishiriensisの ように高標高地か ら低標高地ま

で広く分布 し、しかも優占的に観察される個体

群はない。おそらく利尻島においては同属のL.

αrbο rθ
“
s αrbOrθ
“
s(LEWIS)エ ゾクロナガオサムシ

あ るヽヽ はDamaster blaptoides rusipennis

(MOTSCHULSKY)エ ゾマイマイカブリな
どの歩行虫類の分布を欠 くことがその大きな要

因と考えられるが、今後の課題である。

(3). L.9ραcα Z“ s9ραCしιtts(PUTZEYS)ヒ メク
ロオサムシ

本調査では採集された歩行虫類の41.2%の個

体群を記録 した最大の優占種で、全調査地をと

おして観察された。そして高山帯下部、それに

つづく亜高山帯上部の調査においてはいずれも

第 1位の優占位を記録 しており、とくに標高13

00mの調査地からは本種の捕獲された総個体数
の49.1%が得 られている。なお本種では北海道

に広 く分布 し、各地の高山から低標高地の森林

帯において、森林床に生息する地表性甲虫類群

集の最も代表的な構成種である。

(4)Arθ brια gガιθれんαZι (SCHONHERR)キ タ
マルクビゴミムシ

高山帯からのみ記録された。とくにsts l、

2、 4の調査地においては捕獲された歩行虫類

の総個体数のそれぞれ62.3%、 75.9%、 44.2%

を占める第1位の優占種として記録された。本

種は高山性の種で、大雪山の高山帯においては

お花畑近 くの雪渓や渓流沿いの湿潤地でよく観

察される。

(5). Pιθrosιιθんas α∂sι rtcん
“
s(ESCHSLHOLT
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Z)エ ゾマルガタナガゴミムシ         Ⅲ.1990年度の調査において採集された甲虫類の

本種は比較的広い垂直分布域をもつ種である   目録
が、大雪山においてはこれまで森林限界を越え   垂直分布調査において16科83種の甲虫類が得 ら
た高山帯からの記録はない (分布上限は標高約  れているが、それとは別に、1990年度の調査期間
1500m)。 本調査結果からもその特徴はよくあ  中に若千の甲虫類が採集されているので、ここに
らわれており、比較的優占位の高い種にもかか  本調査期間中に記録された23科 134種の全甲虫類
わらず高山帯からは 1個体も記録されていない  の目録を挙げておく。そのため未同定種もかなり
(分布上限は標高1100m)。 なお大雪山地域に  含まれているが、それらの種については後日種名
おいては、さらに低標高地―平地部にいくにし が判明しだい報告したい。
たが って近縁種のP sabOυαι

“
s(MOTSCHULSKY)  なお目録中のA― I、 a― cの略記号は下記の

マルガタナガゴミムシヘとその分布状態が置換  とおり、採集年月日、調査.採集者、採集地を、
されていく傾向がみられるが、本調査において  また ( )内の数字は採集個体数を表 している。
はマルガタナガゴミムシは標高 100m地点から   A 199o年 7月 1日 保田信紀 。西谷栄治・佐
1個体が記録されたにすぎない。                   藤雅彦 本報告の糖蜜 ト
(61P.ι んじれらar6・ιι MORAWITZエ ゾナガゴミムシ             ラップ垂直分布調査

本種は北海道に広 く分布 し、各地の高山か   B 1990年 7月 1日  保田信紀 。西谷栄治・佐
ら平地部にかけてヒメクロオサムシと並ぶ 2大             藤雅彦 高山帯における
優占種として記録される代表的な歩行虫類で、             糖蜜 トラップ調査

ともに類似の分布パターンが観察される。しか   C 1990年 6月 26日  保田信紀 主として見つ
し本調査地域においては、とくに高山帯から貧             け採りによる

弱な個体数密度が記録されているように、全体   D 199o年 8月 2日  保田信紀 ライ ト・ トラ
的に比較的低い優占位を示 しているのが特徴的             ップ調査

である。これらの要因としては、構成群集の種   E 199o年 8月 3日  保田信紀 主として見つ
間関係にいくつかの手がかりが提供されている             け採りによる

が、今後さらに詳 しく調査していきたい。     F 199o年 8月 4日 保田信紀 スイーピング
(7)P.sα cんαriれθれsjs KIESCHENHOFER り                調査
シリナガゴミムシ (新称)          G 199o年 8月 4日 保田信紀 主として見つ
日本未記録種。本種は最近に南カラフト産を             け採りによる

もとに新種記載されたもので (KIRSCHENHOFER,  H 1990年 8月 31日  西谷栄治.佐藤雅彦、糖
1985)、 現在までに利尻山の高山帯か らのみ採            蜜 トラップ調査

集されている。本調査においては st.4と st.  1 1990年 9月 28日  西谷栄治.佐藤雅彦、糖
5の調査地から捕獲総個体数の94.2%が得られ             蜜 トラップ調査

ている。これらの調査地はいずれも群落高 1.5    a:高 山帯、 b:亜高山帯、 C:針葉樹林帯
～ 2mほどの風衝作用を強く受けた矮性化 した
ミヤマハンノキおよびダケカンバ林調査地で、  CICINDELIDAE ハンミョウ科
トラップ設置点の林縁は高茎草本類でおおわれ   1.α εjんdθια sαθんα蕊

“
ηds MORAWITZ ミヤマ

ている。一方で同じ高山帯の調査地であるsts.   ハンミョウ、E(1,a)
1～ 3の高山雪潤草原草本群落の優占するいわ  CARABIDAE オサムシ科
ゆるお花畑からは本種はほとんど記録されてい   2.の cんraSれοraω jιz:GEHIN セダカオサムシ、
ない。                A(2,a)、 B(2,a)、 H(1,c)
なお、利尻山産の個体は、原記載種に比べて   3.0%"ι jια θんjηθれsθ (KIRBY)エ ゾカタ
若千の差異が認められ、現在詳細検討中である     ビロオサムシ、A(1,b)
が、本報告ではP.sαεんαZιれθれsts K.と して同定   4.α ″αbαs grα 77α Jαιas yθzοθれsιs BATES
しておく。                   エゾアカガネオサムシ、A(5,a)、 B
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(3,a)、 H(1,C)、 I(3,C)
5, C θοんθιιιαιοrんοたたαttθれsjs LAPOUGE  コブ

スジアカガネオサムシ、A(136,b― c)、

H(18,C)、 I(3,c)
6. L9ρ ιοcα rα b“sたしrjιθんsis rtsん jrjθんsjs(NAKA―

NE)リ シリオサムシ、 A(273,a― c)、

B(35,a)、 D(2,a)、 H(42,C)、 I

(6,C)
7.L.叩αcaι

“
s"α caιas(PUTZEYS)ヒ メクロ

オサムシ、A(654,a― c)、 B(9,a)、
D(1,a)、 H(51,C)、  I(17,C)、
8.Dαれαsιθr gθんれιj αθricοιιis(HAUSER) オ
オル リオサムシ、A(14,a,c)、 B(5,a)、

H(18,c)、  I(3,C)
9.Ⅳあrια gyιιθれんαιj(SCHONHERR)キ タマ
ルクビゴ ミムシ、A(86,a)、 B(13,a)
10.ム「οcんοιιθα R.F.AHLBERGク ロマルク
ビゴ ミムシ、A(1,a)、 B(3,a)

11.Nοιj"ん j」

“
sれprθsst/rOπ s MORAWITZ ミヤ

マメダカゴ ミムシ、A(2,b)
12.I α9“αιιcas(LINNE)ヒ メミヤマメダ
カゴミムシ、A(7,a― c)、 B(1,a)
HARPALIDAE ゴミムシ科
13. Pιθrosι tcん

“
s αdsι rtcんじs (ESCHSCHOLTZ)

エゾマルガタナガゴミムシ、A(172,b―

c)、 H(4,C)、 I(5,C)
14. P.sabο υαι

“
s (MOTSCHULSKY) マルガ

タナガゴミムシ、A(1,c)
15,P.ιん
“
んbθttjj MORAWITZ エゾナガゴミムシ、

A(153,a― c)、 B(3, a)、  H(9,
C)、 I(2,c)

16. P.sα cんαrれοんsis KISCHENHOFER  リシリナ

ガゴミムシ、A(35,a)、 B(4,a)
17. P oriθんιαιts′θssοθλstS TSCHITSCHERINE

ア トマルナガゴミムシ、A(五 b― C)、
H(3,C)

18.P,s“ bgibbじ s MANNERHEIM エゾヒメナガゴミ
ムシ、A(3,a― b)、 B(3,a)

19. Pιαりん
“
s θZοα几
“
S(NAKANE) エゾヒメヒ

ラタゴミムシ、A(2,a)、 B(1,a)
20.勁れaCんじSれθιαれιんο(BATES)コ クロツヤヒ

ラタゴミムシ、H(9,C)、 I(5,C)
21.S arcaα ιιcoιιis(MOTSCHULSKY) マルガタ
ツヤヒラタゴミムシ、H(2,C)、 I(1,
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C)

22. Sん jυαιis“θルοι LINDROTH ウエノ ソ`ヤ ヒラ

タゴ ミムシ、I(1,C)
23.Amara sp.、 A(4,a― b)、 B(4,
a)

24.Iα″αιしscしα∂rゎ
“

πCιαι

“

s αjπじHABU et BABA

アイヌゴモクムシ、A(6,a―b)
25.Harpalus sp、 A(1,a)、 B(3,a)
26.のれ:ndiS υttοrarιοrしれ

'れ

れαcαιαιαs DE」EAN

et BOISDUVAL オコックアトキリゴミム

シ、A(7,b)
27.Drο れj“ s rttιθOιιjs MOTSCHULSKY チャバ

ネホソア トキリゴミムシ、A(16,a― b)、

B(1,a)
LEIODIDAE  タマキノコムシ科
28.Leiodes sp.、 A(1,c)
29. Psθ

“
∂θ6oιθんjsんじιιθri REITTER ウスイロ

ヒメタマキノコムシ、 A(6,b― C)、 I

(4,C)
30.Agafhidium sp、 B(1,a)
CATOPIDAE  チビシデムシ科
31. Cαιops warcの

“
んειαれs」EANNEL  ミヤマ

チ ビシデゴ ミムシ、A(3,a― b)、 F(3,
b― c)

SILPHIDAE  シデムシ科
32.Arι sr9ρんοras ιθれ

“"es LEヽ
VIS  ヒメクロ

シデムシ、 A(3,b― C)、 D(5,a)、
H(3,C)、 I(5,C)
33. I'2υ θsιむαιοr jんυθsιむαιο″ZETTERSTEDT

ヒロオ ビモ ンシデムシ、 D(1,a)

34.Sわんα ρθr/Orαια υθれαιOrια HAROLD
ヒラタシデムシ、A(206,b― C)、 H(1

3,C)、 I(11,C)

35.約ιοdr"α Sθχcα rιんαια (MOTSCHULSKY)
ヨツボシヒラタシデムシ、A(2,a)、 B

(7,a)
STAPHYLINIDAE  ハネカクシ科
36.Prοιθιれ

“
s crα sstcorη is SHARP チ ビハバ ビ

ロハネカクシ、A(1, a)、 I(10,C)
37.Eじspんαιaram parαιιθιじm (SHARP) キイ
ロハナムグリハネカクシ、G(1,a)

38. 』イαλんθrんθιmjα yαsadat Y WATANABE 、 A
(14,b― C)、 B(1,a)、 I(7,C)
39. Stenus sp 、 A (2,a)、  B (1,a)
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40.DOれθんθ crα sstθοrんjs(FABRICIUS)オ オマ   SCARABAEIDAE コガネム シ科

ルズハネカクシ、A(2,C)          69. Gθ οιrttθ s ιαθυjsι rjαι
“
s MOTSCHULSKY セ

41.Lathrobium sp.、 F(1,b)         ンチコガネ、A(19,b― C)、 H(2,C)、
42. PんじιοれιんαsのαんゎθんんtS (FABARICIUS)        I(8,C)
ル リコガ シラハネカ クシ、 H(4,C)    70.Psし れれoporas/riθ bj(BALTHASAR)ア ラ

43.Quedius sp.、 B(1,a)          メニセマグソコガネ、A(1,a)、 B
44.Mycetoporus sp.、 A(1,b)           (1,a)

45.Lο rdtιんοんsθれtrげas(SHARP) クロモ ン   71. Sπ j`απjα sα cんαιれβλsis MATSUMURA カラ

キノコハネカクシ、B(1,b)、 I(1,     フ トチヤイロコガネ、A(34,a― b)、
c)                B(2,a)、 C(1,a)

46.arpんαθιs sι rjαι
“
s(OLIVIER)ハ スシキノ   72.ん οmαια ra/Oθ ltprθα MOTSCHULSKYヒ メ

コハネカクシ、A(1,a)、 F(1,c)、     コガネ、G(1,c)
I(1,c)                EUCNEMIDAE コメツキダマシ科

47.Bοιjιοbj“s prjん cのs(SHARP) チャバネキ   73.Dι rんαgas´αれοs“S (FLEUTIAUX)
ノコハネカクシ、A(1,c)          クシヒゲミゾコメツキダマシ、F(1,c)

48.Bolitobius sp、 A(1,c)       74.Ifypο ιjιんas rじυαZιs(LEWIS)チ ビヒサ
49.Tachyporus sp、 H(1,C)、 I(1,     ゴコメツキ、A(663,a― b)、 B(960,
C)                                a)

50. arん jんじs pαιιわθS risんιriαんじs Y WATANABE   75.Itα sgο たοrobοたん
“
ras(KISHH)コ ロボ ツク

etY SHIBATA キタマルクビハネカクシ、     ルヒサゴコメツキ、A(47,a)、 B(75,
A(4,a)、 B(1,a)         a)
51.2れ jmじJas SHARP キベ リマルクビハ   76.ル れιcrり

'di“

s tλοrんαιじs(LEWIS)キ バネ
ネカクシ、 I(2,C)             ツヤハダコメツキ、 F(3,b)
52.Drasι Zια αιれ

“
NAKANEニ セセ ミゾハ   77.Macromoψん

“
sれ勧αj y“ sんじrοt W.SUZUKIア

ネカクシ、A(28,C)、 H(3,C)、 I     オツヤハダコメツキ、A(2,b)

(2,C)                 78.助 ιαιοsο m“s gιοrjosas(KISHII) アラコガ

53.Aleocharinae gen.sp.A,3(1,a)      ネコメツキ、B(2,a)
54.Aleocharinae geno sp.B,A(5,a― b)  79.Liοιricλ

“
s効らんiS力

“
riιθηsis(MIWA)チ シマ

55.Aleocharinae gen.sp.C,A(3,a)      ヒメヒラタコメツキ、A(5,a一 b)
56.Aleocharinae geno sp.D,A(135,b一 C)、   80.Ampedus sp.、 A(1,b)
I(73,C)              81.Fι βじιjα

“
2θιι
“
s yθ zοθttsts(OHIRA)エ ゾク

57.Aleocharinae gen,sp.E,A(1,b)      ロツヤミズギワコメツキ、 F(2,b)
58. Aleocharinae gen.sp.F,A (2,b― C)    82. Oθ dosιθιん

“
o rjυαιjOjdθs (KISHH)  フ ト ミ

59.Aleocharinae gen.sp.G,A(1,c)       ズギクコメツキ、A(2,a)、 B(54,a)

60.Aleocharinae geno sp.H,A(1,c)     CANTHARIDAE ジョウカイボン科
61.Aleocharinae gen.sp.I,A (1,c)、       83.Pο醗力ras Zο れgtssιれ

“
s PICキベ リジョ

I(12,C)                   ウカイ、A(3,a― b)
62.Aleocharinae gen.sp.」 ,A(1,c)     84.P.ι θ綱りοrαZ:S HAROLD ウスイロクビ
63.Aleocharinae gen.sp.K,I(1,C)       ボソジョウカイ、A(19,b― C)
64. Aleocharinae gen.sp.L,A (1,C) _     85. Rんαgοんjcんα Lαιj“ sc“ια(SAHLBERG) クロ

65.Aleocharinae gen.sp.M,I(12,C)       ヒメジョウカイ、A(48,a― c)
66.Aleocharinae geno sp.N,I(1,C)      86.rrν pんθr“sれゎοれιC“S (LEWIS)  キ
67.Aleocharinae gen.sp.0,H(1, C)      ベリコバネジョウカイ、E(1,a)
68.Aleocharinae gen.sp.P,F(1, b)    MELYRIDAE  ジョゥヵィモ ドキ科
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87.Dα syιθs υじZgα rιs NAKANE ケシジョ    モンカ ミキ リ、G(1,c)
ウカイモ ドキ、A(1,c)、 F(16,b)   CHRYSOMELIDAE  ハムシ科

NITIDULIDAE  ケシキスイ科         106.Cッ ノοCcρんαZし s pαれιιο SUFFRIAN
88.Carρ ρρんιZじ s sibrιcas REITTER ハ ラ     アオチビツツハムシ、 F(3,b)
グロデオキスイ、 F(1,b)       107.Cた じνοsa/oれαS KIMOTOモ モグロチビ
89.Epuraea sp.A,A(4,a,c)、 F(1,    ッッハムシ、F(3,b)
b)、  I(1,C)               108.5ノ れθια α∂αれ

's BALY 
カバ ノキハムシ、

90. Epuraea sp.B,I(1,C)                  F (1,b)
91.Epuraea sp.C,F(1,b)          109, Cん rysο ιιれα ρι″たα TAKIZAWA サメハ

92.の cん rα
““
S υαrjOgαιしs(HERBST)ヨ ツボ     ダヨモギハムシ、 E(2,a)

シセマルケシキスイ、 I(8,C)     110.Cん じたοιsた

'(」
ACOBAON)カ ワカミハムシ、

93.C αοrsα Zじs REITTER キイロセマルケ     A(7,a― b)、 C(3,a)
シキスイ、F(1,b)、  I(8,C)    111.Oω αιαλαbθι TAKIZAWA ヮタナベハムシ、
EROTYLIDAE ォォキノコムシ科       A(9,b)、 B(2,a)
94.多ゎιαχ St♭ιrjcα SOLSKY シベ リアチ   112.=ν rrんαιια sθmれιυα (」ACOBY)ア カタデ
ビオオキノコムシ、A(1,c)         ハムシ、E(9,a)、 F(2,b)、 G(1,
COCCINELLIDAE テ ン トウムシ科          a)
95.Scッれんじs dο rcαιοれOιdθs WEISE ツマアカ   113.&`んοι吻9θ r“sん。ρρOんθaS'S (LABOISSIERE)
ヒメテ ン トウ、F(1, b)、  I(1,C)    ヒゲナガウスバハムシ、F(11,b)
TENEBR10NIDAE ゴ ミムシダマシ科      114.Lttχ ras ιαrrιcts MOTSCHULSKY
96.Gοんοθ印んαι

“
mプのαλ

“
れ MOTSCHULSKY      ムナキホソヒゲナガハムシ、 F(2,b)、

スナゴミムシダマシ、 H(1,C)        G(1,a)
LAGRHDAE  ハムシダマシ科         115.Aι rα c“αれθんθιrjθsi(FALDERMANN)ウ リ
97.Lα grια ηjgriθοιιjs HOPE ハムシダマシ、      ハムシモ ドキ、F(1,b)、 G(1,c)
F (1,b)                        116.スρんιんοんα ρarれ jん

“
ια BALY ツブノミハムシ

.  SCRAPTHDAE  ハナノミダマシ科        A(1,b)、 F(4,b― C)、 I(5,
98.スれαspιsヵっれιαZιs(LINNE)オ オクロ     C)
フナガタハナノミダマシ、G(1,C)、   117.assjdα  rabigιんοsα MULLERアオカメノコ
F(6,b)                 ハムシ、A(1,b)
CERAMBYCIDAE  カ ミキ リムシ科      ATTELABIDAE  オ トシブ ミ科

99.νθgα sθ m“れ 9“αdrtcosιじιαιαれ KRAATZ オ   118.Dりοrα
“
s“んjε OιOr(ROELOFS)ヨ ナライク

オクロカ ミキ リ、 G(1,c)           ビチ ョッキ リ、F(1,b)
100.動 dοιια sθχれαθ

“
ιαια (LINNE)シ ララカハ   119.E“ 9ρ s pんαθdοんjα SHARPナ ラル リオ トシブ

ナカ ミキ リ、 C(2,a)            ミ、 F(2,b)
101.νθgαιりιarα rθgαιιs(BATES)オ オ ヨスジ  120.Pり ιιοbι

“
s pjε

"aS MOTSCHULSKYコ

ブ ヒ

ハナカ ミキ リ、 G(1,c)           ゲボソゾウムシ、 C(1,a)
102. A“ par∂α αg"αんιんjれα BATES  シナノクロ   121. Phyllobius sp、  A (1,b)、  F (1,
カ ミキ リ、G(1,c)         b)

103.Pιθcι rarα れθιαιιjcα BATES アカガネ   122.Oι 6孵 :οん
“
sυ:rjdtれθιαιιjθしs(MOTSCHULSKY)

カ ミキ リ、 A(2,b― c)、 F(1,b)、      ハナウ ドゾウムシ、A(7,a)、 B(10,
H(2,C)               a)

104.νολοcんαれ
“
s arssOυι (FISCHER)シ ラフ  123.3ιοsyras′ αρOれιοas SHARPマ ルカク

ヨツボシヒゲナガカ ミキ リ、 G(1,c)     クチゾウムシ、A(5,b)
105.νθれθsjα s“ゎんαrαια (GEBLER) キ   124.&ッ ιんr"“s οrんαιじs(MATSUMUR A) ゥ
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スアオオビゾウムシ、F(2,b)
125.2ガ sのαgθ s力tso NAKANEキ ソヤマゾウム

シA(1,b)、 B(8,a)
126.Hypera sp.、 A(1,a)、 B(8,a)

127. Curculionidae gen.sp.A、 A (1,a)
128. Rんαηρん

“
sρじιι
“
s HUSTALHE リンニゴノ ミ

ゾゥA(1,b)、 F(4,b)
129. Curculionidae gen.sp.B、  A (1,a)
130.=メοbjιθιじs gθ bιθrt(BOHEMAM) クロア
ナアキゾウムシ、A(3,a)、 E(1,a)

131.Ipjんαstrι (GYLLENHAL)チ ビマツアナ
アキゾウムシ、A(3,C)

132. Curculionidae gen.sp.C、  A (1,a)、
I(1,C)

SCOLYTIDAE  キクイムシ科
133.Dryocoetes sp.、 A(1,c)
134.Xylosandrus sp.、 A(1,c)

1.利尻山 (1721m)の森林床に生息する地表性

甲虫類群集の垂直分布調査を1990年 6月 26日～ 7

月1日 に実施した。この調査は糖蜜を用いたbait―

ed pitfall trap法 によって行われた。調査地域

は利尻山の北部側 (鴛泊コース)で、標高 100m

地点から山頂までの標高差約 100mご とに設置さ

れた17調査地点である。

2.本調査において、16科83種2927個体の甲虫類
が得られた。そのうち平均値以上優占科は、種数

ではハネカクシ科、ゴミムシ科、オサムシ科、ゾ

ウムシ科、コメツキムシ科の 5科、個体数ではオ

サムシ科、コメツキムシ科、ゴミムシ科、シデム

シ科、ハネカクシ科の 5科となっていた。そして

各調査地 (植生帯)における主要構成種の垂直分

布について述べた。

3.歩行虫類 (オサムシ科・ゴミムシ科)は 23種
1586個体が得られた。それらのうち全調査地をと

おして平均値以上の個体数が得られた優占種は、

ヒメクロオサムシ、リシリオサムシ、エゾマルガ

タナガゴミムシ、エゾナガゴミムシ、コブスジア

カガネオサムシ、キタマルクビゴミムシの 6種で

あった。そして各植生帯にはそれぞれ特徴ある優

占種が含まれており、それら7優占種の垂直分布

について述べた。これら優占種のうち、リシリナ

ガゴミムシ (新称)は 日本では利尻山の高山帯か

らのみ記録されている特産種であり、またリシリ

オサムシが高山帯から低標高地にかけて広く優占

的に観察されるのも本地域における大きな特徴で

ある。

4.全体として、利尻山における地表性甲虫類群

集の優占種構成は、高山帯の厳しい気候条件をも

つ植生帯に比べて、温暖でより複雑な植生環境を

もつ低標高地の植生帯にいくにしたがつて、その

多様性は高くなる傾向がみられた。

5,本調査によって得られた甲虫類に加えて、本

調査期間中に採集された23科 134種の全甲虫類の

目録を掲げた。
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